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港町銚子における河岸の利用形態と商業活動
一飯沼地区を事例として一

山;畢 学・山下琢巴

I はじめに 重きを置いた従来の海道発展史を批判した渡辺英

本稿は，港町銚子における河岸の利用形態に着

服しつつ，そこに展開する商業活動の変遷とその

特徴を，飯沼地区を事例として明らかにすること

を課題とする。

銚子は，海の港と )11の河岸との機能を兼ね備え

東廻海運と利根川舟運を結びつけて，一つの遼輪

体系をかたちづくる結節点になっていたと言われ

る1)。本稿で対象とする飯沼地区は，銚子の東部

に位置する。明治22年(1889)以前は飯沼村-と称さ

れ，新生・荒野・今宮の 3ヶ村と共に港町銚子を

形成していた。しかしながら，明治22年以降，昭

和 8年(1933)の銚子市Tljlj施行に至るまで他の 3ケ

村ーの銚子町とは合併せず 飯沼地区のみ本銚子町

として存続した。

飯沼村は，享保 5年(1720)に戸口1，300軒余，

人口6，849人を数えた。明治 5年(1872)には戸口

2，516軒，人口13，710人であった2)。後者の場合，

銚子 4ヶ村の全戸口の63.4パーセント，全人口の

67.0パーセントにあたり，飯沼村の規模が突出し

ていたことがわかる口天正18年(1590)以降，旗本

松平外記家の支配を受けたが元禄11年(1698)に

天領となり，その後，宝永 6年(1709)に高111奇藩間

部家，享保 2年(J717)に高崎藩大河内松平家の知

行地となって廃藩に至るo 関部家の知行地となっ

てからは，飯沼村に陣屋(代宮所)が置かれ，代官 ・

奉行を始め藩の役人が常駐した。

本稿では飯沼地区に存在した河岸とそれに関わ

り成立した商業活動の検討を試みるが，これらは

東廻海運 ・利根川舟運の発展段階と関連するはず

である O 東廻海運・利根川舟運の発展段階につい

ては近年，見直しが求められている3)。寛文期に

夫によれば， 18世紀前半，航路の安全性の高い利

根JI!を経由させる内川廻しが主流であったのが，

東北諸藩の廻米輸送が請負制から雇船制へと変化

したことにより，高運賃を求める船主側が江戸へ

直行する大廻しを企図するようになった。そのた

め，これ以前内)11}jg!しの中継地となっていた常陸

思潮来にかわって，銚子が大廻しと内)11廼しの分

岐点として，東廻海運・利根川舟還における重要

性を高めていったり。また 明治期の舟運の位置

づけについても，黒崎千日青により，明治期以降の

鉄道敷設によって衰退すると言われていた利根川

を中心とした舟運が一定の活況をもって継続しつ

つ，次第に局地化，輸送荷物が限定されていき，

第 2次世界大戦期に終末を迎えたと指摘されてい

る5) 

港町銚子については， )11名登の利根川舟運・東

廻海運との関係，および河岸の商人の商業活動を

視野に入れた研究6)や，林玲子らの醤油醸造家を

中心とした醤油醸造町としての性格に言及した一

連の研究がある7)。一方仙石鶴義は，銚子のう

ち飯沼村に着目し 17世紀末以降の江戸商人の進

出とこれに対応する飯沼村百姓による浜地の開発

と鰯漁・干鰯生産を論じている8)。銚子を構成す

る各村の特徴や発展の差異にも注目するべきであ

り，その際， )11名が提示した河岸に生きる人々の

生活の具体像をより明確化することが有効と思わ

れる。

以上の視点から，飯沼地区に存在した河岸の景

観を復原しつつ，港町銚子の河岸がいかにして形

成され， どのような変遷をたとごったのか，考察を

進めていきたい。
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E 近世における飯沼湾岸の景観

1 )飯沼村の本郷と飯民根の「町J

飯招村には， 20を超える町が形成されてい

た。寛政 3年(1791)1]月「早損井風損ニ鮒御救ヲi

拝借米割付絞」を見ると，東町，馬場IHJ，前瀬子

IHJ，南j穂子日lJ，西町兵宿町，浜田J，入i弘田中

町，西後飯(町)，東後飯(町)，和田町，清水町の

13町，さらに I飯貝根九了(町)Jと称され，飯貝

根という地名を冠することもある橋本町，竹田J，

本IHJ，西中町，西浜町，東浜町，東中町，通i可，

植松町の 9町があり それぞれの町に町頭が撞か

れていた9)(第 1図)。前者は両方・浜方と称され

ることもあった。その関係は「後代記」に見える

名主入札の一件からうかがえる 10)。

宝暦4年(1754)，名主を退役した飯貝根の多国

甚五兵衛の跡役には， 3人の候補者が立てられた。

それは，飯員根方の70人が推す甚右衛門， 26人が

推す清太郎，そして，何百姓，あるいは本郷百姓

と呼ばれる150人が推す惣右衛門であった。入札

の結果，惣右衛門が落札し名主となったが，これ

に清太郎を推す24人が異議を唱え，これに飯貝根

方70人が向調した。そのため，藩は大村である飯

沼村に名主をもう l名立てるよう F命し，年齢・

石高も考癒した上，再入札で 3番となった清太郎

を名主とした。この際，藩は「飯貝根は新田ゆへ

名主願は不罷成J と達している O

飯呉根九l町は，慶安 3年(1650)に，正保期
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第 l図 飯沼村における町(18世紀前期)

(明治39年 5万分の I地形図「銚子」より作成)
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(1644-48)以降到来した紀州や摂ナ['1西宮漁民が飯

畏根の浦を漁場として以来，これと関連して開発

が進められた場所と見られる 11)。この一帯は和

田，田場とも俗称されている。「先代集J には貞

享 5年(1688)7月飯貝根に屋敷割がなされたとあ

り，このとき町として設定されたのが新田とも言

われる飯貝根 9町と考えられる。

これに対して，東町以下の13田Iは飯沼村の本郷

とされる O 本郷は古手IJ飯沼観音の境内の周聞に形

成されている r先代集」によれば，飯沼村には

草分け百姓が 5軒あり，後， 9軒， 27軒と百姓家

が増えたと伝えられる。元和 2年(1616)に醤油醸

造を開始したと伝えられる田中玄蕃は， 5軒の内

の一つで，代々名主や高崎藩松平家銚子領17ヶ村

の肝煎名主を勤めた。その祖は石構源右衛門と名

乗っていたが，当時の検地役人と同名であったこ

とから承応 4年(1655)に田中玄蕃と改名したとい

うO 本郷には少なくとも，玄蕃など，草分け 3軒

の居所が含まれる 12)。また，本郷の中で，観音が

立つ高台から北側へ降りた浜宿町・浜町・田中

Il汀・和田町一菅は， '(兵通りとi呼称された。浜町は

観音下，堂の下とも呼ばれた。

なお，飯貝根.i:兵方などの呼称は，通称として

多様に用いられた。安政4年(1857)版行の赤松宗

旦「利根川図志」巻 6は，飯貝根を観音より東の

方とし， r町名も細分化して，芝，入兵兵宿，

日刊コ，五滞(後飯)，和田，清水，橋本，通，回場，

植松，東中(やIJ)，東下，西中(イ中)，西下，市左衛

門，本，竹の各110"名をあげる 13)。また，現行で

は川口町二丁目に含まれる地字も飯貝根(以下，

字飯貝娘)と呼ばれる。以下の本稿では，飯貝根

を飯貝根 9Il可の範囲で限定的に用いることにす

る。

2 )浜通りの景観

飯沼村に河岸が存在したことは種々の史料に見

えるが，従来，元禄14年(1701)に開発された和田

船溜(和田沼)と船溜・利根川を連絡する和田新川

(和田)11) ，隣接する新地の船置場が言及されるに

留まる 14)。文政期(1818-30)の高崎藩冥加永の

覚書を見ると，村内には飯沼村河岸通と，飯沼村

内飯貝根河岸通・船ヲi場の存在が認められる 15)。

後者は上述の船溜・船置場を指すが，前者の飯沼

村河岸通，すなわち元禄期の飯貝根河岸通形成以

前からの河岸と想定される河岸については不詳で

ある。そこで，まず，この飯沼村河岸通の所在を

維認し，その景観を復原してみたい。

浜通りの浜町の北側には，河岸場に関する伝承

がある。浜町には，名主・蔵元を勤めた田中玄蕃

家が蔵を所持した玄蕃河岸という場所がある。昭

和初年まで東町から醤油を大八車で運び込む蔵が

あったという。ここは 田中家の東町の屋敷・醤

油醸造場から玄蕃坂と通称される坂を降りた利根

)11の)11岸にあたる。また 田中家の隣家青野儀兵

衛家が所持する玄蕃坂下の地所には舟着場に用い

られたと見られる石組みが近年まで土中に残され

ていたという 16)。

明治20年(1887)の地籍図を見ると，浜通りの地

目は，現在東銀座商!苫街(写真 1)のアーケードが

ある県道銚子公園線を境に，南恨IJは宅地，北側は

) 11 (河)岸;場，船霊場となっている D このように，

浜通りに河岸の存在を確認でき，これが飯沼村河

岸通にあたると考えられる(第 2図)。

この場所については，嘉永 7年(1854) r浜通り

納家地絵~J があり， 19世紀中葉以前の様子がわ

かる(第 3図)17)。この絵図は，浜宿町の一部，

浜町，田中町の納家(屋)場とそれに続く納家(屋)

写真 l 東銀座商庖街

田中町より西，浜町を望む

(1998年 1月21日持影)
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第 2図 飯沼村.l~通り周辺の景観(明治20年)
(千葉地方法務局銚子出張所所蔵明治20年地籍図に，辻野貞治氏所蔵明治27年地籍図，石上Jj:長太氏所蔵大正初年

地籍図より力11鑑して作成)

下の地割と，その所持者，および、冥加永の高が詳

細に記されており，藩の冥加金J1武謀を目的に作成

されたものとわかる。加えて，和田沼と新地船置

場が見えるが，地割・所持者等は記されておらず，

その考察は鼠難である。

「絵図」に見える地割，および道は，東町から

利根川へ向かつて南北に延びている。浜通りの地

目は，東側には御朱印地・米車内地があるが，大部

分は納屋場・納屋下とされる。納屋場・納屋下の

;境にあたる現在の県道は描かれていない。明治期

以降の主地所有を見ると，納屋場と納屋下は同一

人物の所有地である場合が多く，納屋下も納屋場

の所持者の管理地であったと推察される D

また¥-絵図」では，納)霊場の所持者は例えば

5筆にわたって「長五郎前小平治J と記されて
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いる O これは長五郎所持であった納屋場を小平治

が借用，または買い入れ，小平治が冥加永を納め

ているというこ とを示すと考え られる口この小平

治は，伊勢屋，または野lli奇屋を屋号とし，代々名

主・組頭を勤めた野崎小平治である。小平治・長

五郎のいずれも田中玄蕃家からの分家とされる。

小平治は「利綬]11問屋J と号し，海産物を扱った

他，元禄14年(1701)南部津軽や上方などから移入

された檎葉材木・竹木・ 杉板・松板などの木類の

仲買となっていた18)。

いせや重三郎・さかいや長治郎(境屋，郷家)・

利右衛門(伊勢屋)・吉之丞(田中)は仲買仲間の天

明3年(1783)fl[g組究之帳」に見える商人である。

仲買仲間は街!穀宿から諸藩廻米，気仙問屋から商

人荷物の五十集・穀類を請け負った。具体的には，
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第3図 浜通り納屋地の景観(嘉永 7年2月)

(El3中義家文書 浜通り納家地絵図」より作成)

1t)納永高は省11惜した。また 第 21~ を参考にして浜宿町 ・ 浜fI可 ・ 田中町の境を加筆 した。

米以外に材木，鰹節 ・干錫・干鯨・干鱈・鮪節 ・

鯖節などの干魚，塩鮭， t1t鱒，塩獅，塩丸鮪，生

鮪，鮪透身，昆布，若布，布海苔，仙台葉真，魚

1111などを扱った!日)。このうち，郷長治郎はj兵宿

11可(現在飯沼町)に，問中古之丞は東町に屋敷があ

る。吉之丞は，享保13年(1728)に畿油醸造石数

316石を譲り受けた玄蕃の分家である20) 

また，小四郎は田中玄蕃家の手船を勤める商人

で，田中姓を名乗った。玄蕃は元禄 8年(1695)に

高瀬船 l般を入手したが寛政 2年以前には河船

持からは名前を消し21) 荷物の輸送には手船と

呼ばれる麗い舟を利用するようになっていた。小

四郎は文化14年(1817)には高瀬船 1般を所持し，

関宿向河岸(現在幸手市)の染崖徳左衛門と取り引

きしている22)。小四郎は物流を担う河船持で

あった。

以上のように，飯沼村の河岸は浜通りに存在し，

納屋場・納屋下と把握されていた。それぞれの所

持者は，木材類を扱う問屋，穀物・五十集物を商

う仲買商人，河船持など，物流に携わる商人であっ

たといえる。

3 )湾岸の開発過程

次に，嘉永 7年「絵図J で納屋場 ・納屋下と示

される浜通りの河岸において， どのような土地利

用がなされてきたのか 舟運との関係から考察す
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を引き上げる船引場，干鰯・〆粕を加工する干場，

廃棄物の投機場所などとして用いられたという O

j兵通りの場合，安政 5年 (1858) r玄蕃日記J 8 

月4B条に「浜丁(町)小潟、十九人代甚七来るJ と

あり 24)小漁と呼ばれる網子が浜町に住み，そ

の場所は納屋場であったと見られる O また，嘉永

7年「絵図」に見える田中町の踏屋(船倉屋)藤兵衛

家は本来，八手網を家業としていたと言われる

25 )。このように，浜通りでは漁業によって生計

を立てる者も存在したことがわかる O 前項で見た

ように，草分けの田中玄蕃の屋敷は東1I汀にあり，

玄蕃坂を降りた利根川の地先に浜通りの納屋場が

ある O 玄蕃の担石橋源右衛門も r先代集」によ

れば漁業をしたと伝えられる。嘉永 7年「絵図」の

j兵通りの納屋場も，本来は漁業と関わった開発地

であったと思われる。

このようにして見てくると 浜通りの河岸は漁

業のための納屋場が河岸場に転用されていったも

のと考えられる O 享保 3年 (1718)に実施された幕

J1守のJ11舟改めにおいて，持、用の小型舟であるにも

関わらず物流に携わる「猪牙地漁船押送船」が調

るO ここでは納屋場・納屋下に冥加永が賦課され

ていた点に注目して その開発過程の考察を進め

るO

そもそも納屋場と呼ばれる地割は漁業集落でし

ばしば見受けられるο 銚子から犬吠埼を南へ下っ

た九十九里浜では，納屋場には，漁具の管理や作

業場となる網納屋，1兵鞘人が居住して鰯を加工す

る酪い納屋，製塩小屋，出稼ぎ小屋などがあった

ことが知られているお)。

飯沼村では，貞享 5年に屋敷割がなされた飯貝

根北側の川岸にある西浜・西村3・東1qJ・東浜・通

UlTなどにも納屋場と呼ばれ場所が存在した。その

一例として，第 4図に西浜町(現在港UlT)で 7代前

から綱元を営む辻野伝治郎家の土地利用をあげ

るO 辻野家の屋敷地は利根川の方向に延びるが，

屋敷のあった場所は問と呼ばれる O 岡には，綱子

の住む貸家もあった。 地13状，網干場・船置場と

なっている，岡から北に延び、る砂地は鼻と呼ばれ

ている。鼻は，南側の向の屋敷主によって利用さ

れ，その名をとって「伝治郎の鼻」のように呼称さ

れた。鼻は，主に漁用の小型木造船で、ある猪牙船

「
片
山
川
己
一

一
向
引
山
口

盤整懇辻野家!持

辻野家貸家

鵬 111]ー境

100m O 

第4図 西浜町・辻野伝治郎家の土地利用(大正期以前)

(千葉地方法務局銚子出張所所蔵明治20年地籍図，辻野貞治氏所蔵明治27年地籍1%1より加筆して作成)
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査対象とされた26)。納屋場には蔵や家屋が建ち，

納屋下は漁に用いられたり高瀬船との間を中継し

たりする猪牙舟・房了舟・伝馬船のような小型舟

の舟着き場となっていたと見られる O

玄蕃河岸の伝承地を嘉永 7年「絵図」で見ると，

納屋場は永193文 1分 2厘 5，納屋下は永25文の

冥1JIJ永の他に，後者には20文の増永が課されてい

た。この増水は「文政年度!日高I~奇藩告IJ雑税」に河

岸通の増場家建永と記されるものである。つまり，

増永が加えられた納屋下は，蔵，または家屋が建

てられた場所だ、ったことになる。浜通りの納屋-1ぐ

には，次第に河岸としての機能が高まる中で蔵・

家屋が建てられていった。

浜通りが河岸として重要性を高めるのは，全面

市場と結びついた時期である O 飯沼村の鰯漁・干

鰯生産の場合，既述したように紀州・摂汁!など上

方の漁師・商人によって開拓され定着したが，寛

文期(1661~73) を画期として上方漁師・商人によ

る干鰯集荷の独占がゆるみ，かわって江戸の干鰯

問屋が進出した。元禄期には飯沼村ーの百姓の中か

ら，この動向に呼応するものが現れ，生産・流通

の拡大のために干鰯場の拡張，船着場の整備に力

をそそいだという指摘がある27)。その中心人物

が問中玄蕃であった。玄蕃は，元禄・正徳期

(1 688~ 1716)に，字飯貝根や伊勢地浦，黒生浦の

芝浜地における船着場の普請に参画し，納屋場や

干鰯場を部地した。このように，江戸商人の進出

にうながされて，田中玄蕃らによって18-1主紀初頭

に干鰯の生産・流通の拡大を目指す浦の開発が活

発化された。

一方，東廻り海運において， 18世紀前半，銚子

が大廻しと内川廻しを選択する分岐点として重要

視されるようになったという指摘がある28)。飯

良根に新たな河岸が開発されたのはまさにその日寺

期である r先代集」には，次のような記事があ

るO

同(元禄14) 年和国入江三方義行ij-If~j ニ筑(築)，屋

敷ニ願荘Illtfl此御代官窪島市郎兵衛様願人江戸佐

久間了いせ屋伝兵衛 同十七年申正月より井筒麗

長右衛門家を立，遊女を置

元禄14年に江戸佐久間町の商人伊勢屋伝兵衛29) 

が主体となり，和田の入江の三方の裏行き20間に

屋敷割を行った記事である O これは和田沼を船溜

とする普請であったととらえられる。その 3年後

には，井箭屋長右衛門が遊女屋を立て，和田沼に

係留される船の船頭を客とする遊戯の場が形成さ

れた。飯呉根の河岸周辺には，柏屋伝右衛門，多

国甚右衛門などの問屋を営む蔀人が現れた。松屋

は，享保 9年(1724)に高崎藩領17ヶ村の年貢米を

輸送する御蔵元の 1人に任じられ，寛延 3年

(1750)頃には井上河内守正経の磐城平藩領(現在

福島県)の廻米も扱っていた30)。甚右衛門は享保

2年まで板倉出雲守重泰の福島藩領(現在福島県)

の廻米を扱う問屋でもあった31)。これらの問屋

は可船を雇って内J11廻しで廻米を行った。

また，同じく「先代集」には兵通りについても

正徳 3年(1712)に江戸商人が築地を顧い出たとあ

るO

TE{恵三突巴年四月飯沼堂下浜通筑(築)地之願，江

戸三木平八社候へ共，諸人迷惑之段申之候えは御

車上ケ無御座，其後享保四年村ブ7へ右京大夫様御

知行之節被fill付候

浜通りを河岸場として普請することを，江戸商

人三木平八が企関したが飯沼村の諸人の反対に

よって却下された。その後，高l~奇藩松平家の知行

地となって間もない享保4年(1719)に開発された

ことを示す。これにより，漁業の納屋場が物流に

適する船着場として改良されたと見られる。

亭保期 (1716~36) の物流の実態については興味

深い事件がある O 享保 2年暮可船が不足し，飯

貝根の多田甚右衛門は一手に請け負っていた福島

藩領の廼米の際，高瀬船を調達することができな

かった。そのため，福島藩の飛び地である上総国

東金村清三郎の斡旋で野尻河岸の問屋六兵衛が取

り扱うようになった32)。当時の銚子では可船

が不足するほど物流が活発化していた。
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このように， 18世紀初頭は江戸商人の進出，お

よび廻米の運輸方法の変化に触発されつつ，河岸

の形態も盤備された。和田沼の開発とともに，浜

通りの納屋場においても河岸としての機能が活発

化した。その結果. iJj~ j重りは次第に河岸機能が活

発化し，漁業と関わる納屋場本来の性格は後退し

た。一方，飯貝根の北部の町々や同時期に開発さ

れた字飯貝根・伊勢地浦・黒生捕などは漁業の場

としての性格を濃くしていき，次第に分化してい

く傾向にあったと考えられる。

E 明治期における飯沼河岸の景観の変容

， )浜通りの埋め立ての進行と宅地化

本意では，飯沼の浜通りと飯貝根の河岸の景観

が変容する過程を考察する。

j兵通りにおいて納屋場 ・納屋下と呼ばれていた

利根川に面したー;箭が かつて河岸として機能し

ていたことは前章で述べたとおりである。ここで

は，この河岸機能が停止し，埋め立てにより宅地

化が進行する過程についてみていくこととした

し)0

浜通りの河岸機能は，明治期に入っても見られ

た。銚子汽船株式会社は，汽船宿とよばれる貨客

を取扱う出張所を作り，会社創業の明治14年

(1881)から第 2次世界大戦前まで、浜町の岩瀬家が

その業務を行っていた。岩瀬家の北側には，利根

)11に向かつて桟橋が架けられ，蒸気船が接岸でき

た33)これは，近世に飯沼村河岸通りとして盛

んに活動していた場所だからこそ銚子汽船によっ

てその創業の際に注Eされたと考えられる。

ところが，一方ではこの一帯の河岸機能は，宅

地化が進展する中で消滅していき，最後まで残さ

れたのはこの蒸気宿のみとなっていく。では，具

体的に宅地牝の進展についてみてみよう。

第 5図は，明治期以降の納屋場周辺の土地利月?

を知るために，明治20年(1887)の地籍図を基に地

割，地目などを表したものである。地籍図には，

かつての納屋下に相当する場所のうち 9区画が河

岸場という地自になっており，この地籍図の製作

b 郷燃h在家(ごうけんインテリアスタジオ .203祢j也j

A tlll官寺家の所布地
C 附 i化ω酬l七ω凶:沖訓羽利札川川E，川凶山凶11ふμ品11い山"山ω川"υ"

(位20倒4番地)
CI 111'1')州内lii

排水路
l' 1]1'1' ~ ;UII (l，i í 

第 51~ 兵通りの地割(明治期)
(明治20年地籍図を基に作成)
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段階では，土地の筆記の上で・は河岸場という名称

が残っていたことがわかる C 同じ納屋下でも，そ

の他の区間では地目は宅地となっている。このこ

とから，河岸場が消滅し，利根川方向へと宅地が

徐々に進出している株が想像される。

実際に河岸場では，いつ頃から宅地化が始まっ

たのであろうか。把握できる限りでは，ネ11r;~;寺松

五郎の土地売券:弘)に見える 204番地の例から IV~ ら

かにできる。明治 9年(1876)11月の時点まで嘉永

7 'i:1三「絵121J で納屋ドとl呼ばれた地所は阿天防嘉

助とし寸人物が所有していたが，そこには翌10年

12月の売券によると，宅地と， rM~ 口 5 I1Jj，先行 3

IMJの倉があったことがわかる O

その他， 225番地で、現在化粧品IJ1@を営業してい

る背日!}家(青野屋)は，先述した東11可の青野儀兵衛

の分家に当たり，第 2次世界大戦後本家から分与

された土地で、あるお j。通りの向かい制IJも含めて，

青野本家はWi北に長いj也制りを所有していた。本

家のある東III}の宅地は，玄恭坂を一1=ーった束1!1IJ，地

告IJの延長線上にあった。青日!}家に残された売券か

らは， 7L7好家の本家は|明治21::1三(J888)に225番地

をi守家にしていたことがわかる。

この他にも先制がEElI:!:'玄辞家の番頭を勤め，そ

の縁で玄訴が所有していたがi犀ドを分け与えられ

たという家が 2IlFFMf~認で、きる 3G) 。それが旧中屋

淵jiEと日]I:!~I 呉服J;!~ である o r1u家がEElI:!:J姓を名乗る

のもこのことに1:1=1来している。キIJj}主下はすぐ:1ヒ側

が利恨川の砂地であったため宅地には向かない場

所で，分家に分けP 与えられたが，その土地を決め

る|療には相撲を取り， )勝負に負けたものがヲ|き取

らされたと{i;えられている幻)。

背リ!}家， EElI:I:1家以外に目を転じてみると， ?Jí~宿

IIrr観音前で，文化 4年(1807)以降薬種業を営んで

いた却!日長治m5家も納屋JJJjを所有しており，明治20

年代頃に分家の ~H日堅民主家に納 j霊下を分与してい

る。この郷家のある203番地は，昭和初年までは

家の謀本戸を聞けるとすぐに利根川の岸であった

とし、ぅ :~8 ) 

このように，明治初年より納屋-1ごは宅地化が進

行した。これは，納屋jjbと納屋ドとがセットになっ

た南北に長い地割を一区画として所有されていた

ものが，所有者が貸地にしたり，分家を出す際に

分け与える土地として使用されるというもので

あったと言える。こうして浜通りは河岸機能が失

われていった O

2 )和田船溜の凌漢と再開発

和田船i留はその形から重箱と呼ばれ，利根川に

つながる運河の部分は和田川，あるいは新J11と呼

ばれていた39)。嘉氷 7年「絵図」には和田沼と，

扇形をした新地の船置場，新川が拙かれている。

さらに，新川口のほかに「古川口」という名称が

出ているが，現在は地名としては残っていなし E。

船j留のある場所は，南側の高台に位置する東11汀，

後飯町ーや，川口神社付近から流れてくる小河川が

集まってくる場所となっている。その一帯ーは和田

沼と H乎ば、れており 排水の悪い場所であった。聞

き取りによれば， Hi'-3和28年(1953)に船j留を埋め立

てた後に大雨が降り 船j留に面していた家が浸水

する被害があったとし 1う。このような条件から，

遊水池として利用でき，船溜として都合のよい場

所であったに違いないが，流入する小河川や利根

川の氾波などにより堆積の進みやすい場所でも

あった。

そのことを，船溜の由来を記した「和田川工事

紀念碑J の銘文ーからみてみよう。利根川の風浪の

強いときに安全に船を接岸させる場所が必要で

あったため，元禄14年(1701)に，江戸佐久間町の

伊勢屋伝吉が許しを受け 船の着岸できる堤防を

築いたものであるが，延享期(J744 ~48) の水害に

より岸がj狛れ，泥に埋まり荷台の停泊ができなく

なってしまった。そこで宝暦 7年(1757)に修築を

行った。しかし，維持，補修が継続的になされず，

慶ー応期(1865-68)には，使用不能となっていたた

めに修復を行おうとする者があった。

栗原良Ij!iIJは慶応期の修復について，飯沼村の名

主宮111制限右衛門が払い下げをうけて開墾したと述

べている .10)。根拠となる史料は不明であり，現

状では詳細はわからなし、。近世後期の船潟周辺は

どのような状況に置かれていたのであろうか。
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船j留東側の竹町に居住する今津徳兵衛家は，家

伝では天保9年(1838)に現在の場所(第 6図)に分

家として出てきた。この場所は，当時は気楽島と

呼ばれており，船j留の波深をした残土で沼を埋め

立てて整地したところであったという。第 6図に

示した今津家を含む均等分された地割りの一帯

や，周囲の排水路のいかにも人工的な配置など，

沼地から完全な船溜として整備が進む中で，埋め

立てられた湿地の部分を想定することができる O

また，新地については r玄蕃日記」の弘化 2

年(1845)10月以降に，野崎小平治と，近江日野商

人の深升二九右衛門が中心となって普請が計画さ

れ，翌 3年 5月にはこれが実現したことが見える。

野111奇自身はこのとき新地に別宅を普請し，業種は

不明で、あるが「見世」を開!苫させている。さらに，

同年の 6月9日，竜蔵権現(現在銚港神社)の祭礼

には，新地の住人が銑物(飾り物)の船の出し物を

企てた。その船は，田中玄蕃家から借り受けた醤

油の空き樽100樽で飾り立てられた。これは，樽

を積む荷船を連想、させ 新地が荷船を入港させる

場として普請されていた状況を反映したものと見

なせる。

このように，和田船溜の周辺では天保・弘化期

(l 830~48) に，飯沼村の有力商人によって，和田

沼が凌深され，一部は埋め立てられて宅地化が進

められた。それは河岸機能の充実をめざす動きで

あったと考えられる。

船j留の改修は明治期に入っても続けられた。碑

文によると，明治 5年(1872)に利根川の波浪に

よって新地地先の船置場が決壊してしまったた

め，船主加藤平七が中心となって船繋場の改修を

行っている。この工事は 2年の月日と，延べ14，500

人の人員を動員した。資材として松杭500本，関

知石5，250倍，費用3，950丹が挙げられている O こ

o 25m 
』圃ーーー帽圃圃.ー

荷台j留・船置 J~吉

田園排水路
-橋.n音渠

一一一 urr境

第6図和田沼周辺の開発

〈大正初年地籍図を基に作成)
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の改修では，荷主から1，380円の寄付を受けてい 出入港があり，主要な輸入品は米，輸出品は干鰯

ることから，船溜が物資輸送の拠点として，この であった43)。

時期に整備されていることが窺える O

この後，明治10年に大改修が行われるが，これ

には， 3，951円24銭 6里の費用が掛かっている。

このうち 3分の lが船主の負担，残りが20年賦の

返済で，船j留に入る船から使用料を徴収し，返済

に充てた。入船料は， 1 @につき機械船50銭，和

船可船20銭で，護岸を使用する際は100俵讃み

に付き付金10銭の割合であった41)。この船税は

明治12年から33年まで徴収されていた。

これらの管理は銚子港河船業組合によって行わ

れるようになった。これは銚子町，本銚子部T，西

銚子aJTを範囲とした組合であった。和田)11入口に

は水神宮(写真 2)があり この組合によって詑ら

れてきた。 境内にある明治23年 (1890)の石碑銘に

は，大伝馬若者として13人，石板には明治44年

(1911)に27名，大正12年(1923)に34名があげられ

ている O その業務は「営業上の弊害を矯正し，其

の利益を区iるを以てJ EI的として，同業者の難破

船の救助，船の碇繁所の夜深，基本財産の積み立

てが挙げられ42) 和田船j留の管理にもあたって

し、た O

このように， 19-1世紀前半以降，手1]日=!船潟は， Tjf 

び凌深され，荷船の入船できる河岸として再生し

た。 明治則の飯沼地区，本銚子IIfJ・の物流の拠点と

なったのが和田船溜であったといえる。飯沼iuTJ羊

は，明治14年(1881)には，年間700般近い和船の

写2真工 2 手和|日11日問3司3. オ水t千判神11中!ドlγ"i【自古

(J 99711年iド三 6 )月=J]31正日]~抗蝿I最:i;:;三ω5幻) 

U 明治中期以降和田船溜周辺の商業活動

1 )明治中期~大正初期の市街地

この章では，明治以降の和田船溜周辺における

磁業活動の復原を行う O 前章で考察した船溜の整

備に関して，新たに船溜j習辺にやってきた蔀人に

注目し，河岸の利用と{井せて，周辺の業種がどの

ように変わっていったのかを詳しくみていくこと

とする O

はじめに和田船溜周辺の 明治中頃から大正期

にかけての主な業種についてみてみよう。第 1表

は，明治29年の「香取・海上・匝瑳北総三郡名家

描.11，向3]年の F日本全国高工人名録 第二販Jj，

大正 2年の F下総国銚子全図.!J，同 3年の F日本

全民高工人名録 第五版』の 4つの資料から，こ

の地域で営業が行われていた業種を示したもので

ある付)。これにより，各業種について詳しくみ

てみたい。

第 l表から，どの年次にも必ず海産物，水産加

工業が登場していることがわかる。明治29年では

肥料蔀が4軒あるが このうち 311汗は竹1I可で、営業

第 1表 明治中期~大正初期の和田の船溜周辺

の商家の構成

年
明治29 WJ治3J プミi"[2 大正 3

1-t 
肥料商 (5) 穀物商 (2) 汽船iJHYi-(2)同o:i主JJ巴料 (4)

業
米穀商 (3) 酒類商 水産力11工(2)水産力IJ工(2)

酒類醸造 (2)JJ巴料 i荷 iiffi ~詞 i剖 (2) 米穀n百 (2) 

鮮魚、商 柴1[(商 醤?I!I醸造 海産iji[:物

質 玩具 j殿粉製造

料理j苫
種

荒物商

海産商

(I]jj治29年『香取・海上・Iili暁北総三itl5名家1Ilijl，明治

3]年 F日本全面商工人名録 第二版.1，大正 211三 r'Iご

総j翠銚子全函J，大正 3年 ti二i本全国商工人名録 第

五版」より作成)

注)( )内は軒数を示し，そのほかは 1i/fFを示す。
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をしており，魚肥の生産とその流通が慰んであっ

たことがうかがえる。また，創業年のわかる業種

10tHを第 2表に示したが，これによると明治30年

創業のj苫が4軒もあることが，特徴的である c

次に，業粧を変えている商工業者に着目して，

いくつかの事例をみてみよう。

明治2911ミに荒物商として登場する山口修治は，

日3中IIfrで営業しているが，この土地は第 3図では

l一長次郎」と書かれている。この長次郎は先述した

~l!日長治郎のことである。また， この土地は，明治

41年に担1;長治郎家の分家である郷考治郎に!明与さ

れている。考治郎家は呉服);5を始めているので45) 

山口は郷家からのイ昔地で営業を行い，分家に!!首与

されるTiiJ(こlj!μ:/:1，したことになる O

このほか，竹IHTの瓦林留五郎は明治2911三には

米穀闘であったが，大正 3.11三に落花生i荷と水産加

~[を兼ねて営業している。竹IHTは水産加工やJJ山q，

W，~j主の侍んな IIr]"であったと言われている o 11林家

が水)~主力u 仁を開始する l明治29年から大:iE 3年の|切

に竹111]において水産力IJ工業が感んになったと予想

される。

最後に，自(封印致命iii後その周辺に移j!ii:し， {日Ji辛を

不IJmしながら商売を展開する神宮寺家についてみ

てみよう。神宮寺家は締本118'で10代以上統く家で

忠兵術を名釆り，質・金制!や不動産業を営んでい

た。 IV=J治 7年(1874)，長男であった松五郎は弟に

本家(忠兵衛家)を任せた後，新地にやってきて，

新たに質);!~を経営し始めた。なお，このときに茨

城県鹿島地方で，小作に出していたこI::j也を忠」芸術

家から談り受け，以後小作料の入る秋から冬にか

けて，船でllliばれてきた米俵が新地の家の前に積

まれたという，jG)。土地の売券47}をみると，松五

m~はその後明治1011ミ頃から ì:J-í~IIrJにおいて貸地を

1~:1 始し ， li没後まで行ーわれた不動産業に拡探して

いった。 I~:J治31 年には本家の神宮寺忠兵衛と並ん

でJl巴料尚として書き上げられている。また，松五

郎家の合では)肥料-だけでなく 醤ll1Jも保管してい

たと言われね船泌を利用した倉庫業も兼ねて

いた。

神宮寺家の士JtJdYi';有の状況をi明治10年から昭和

第2表 明治則和田荷台iiZ周辺におけるi荷家の創

業ゴ1:'

京IJ業1¥:

lijJ 治 8 I !)4:miim 

IV'J i古10 雑1JtlW

業級

明治30 I i.(ÍI.~l司 im( 2) 鮮魚尚 j同小光

明治31\材木i{'~

l明治39 I tli~材|開

明治42 飲食rri~

(11白羽J5 il~ ['大H本l均一J:n第一h):t(，L I lIJき ll~ りにより

{午!此)

;U( )内はilT数をポし、そのほかは 1Wlをノ示すG

7年の土地売券19iよりまとめたものが第 7図で

ある。この図から松五郎は，本銚子11可の範囲でゴ二

地を貿っており，特に楠本Ji8'に住む本家周辺の宅

地を集I:jJ(:I/~ に集積していたことがわかる。また，

I兵UDーや旧中118'にも所有地がある。土地の集積に関

しては神宮寺本家も，続本IHTを1=1:1心に地松IIIT，通

l!!]一滑に広く jこi也を所有していた。 l明治29年に通

j!rJで質営業をしていた分家神宮寺弥惣治家から本

家のある橋本町までの，通りに沿ったほとんどの

宅地が判γI~~'~Ï'本家のものだった50 j D 

このほか松五郎家は 息子Ifl松の代になってUB

和 2年にj昆の制J，小売業を始め， ii堤前には銚子，

飯|苅，旭，八日市場，佐原の11託業者の集まりであ

る阿総塩業株式会社の本);5とな った。

また，大正末年に松五郎家から分家した11jJ宮寺

勝之助家(ネ111)1券商);5)は，同じ新地の北朝1]で、石材，

薪炭商として開業し 船j留の河岸:を十分に利用で

きる位置にあった。神)勝商庖の倉(写真 3)は現存

しており，荷台i留に面して建てられ，その前面が船

着場となっていた。この場所はネIjJ勝河岸と通称さ

れていた51) 

このように，船溜周辺では明治期以降，多種に

わたる業種の商庖が開業し始めた。その中で特徴

的なのは，海産肥科製造・肥料商で，明治30年代

から増加していた。神宮寺家の事例で見られるよ

うに，和田船泌を利用した利根川舟運と結びつい

たものであった。明治34年 (1901)総武線が開通し

でいるが，黒崎千晴の指摘の通り，利根川j号運は
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匂 図を用いて考察してみたい。

写真 3 和田船溜跡に面した神勝商j古の倉

(1997年6月13日撮影)

衰退しておらず52)飯沼地区では，舟運と結びつ

いた商業活動が活発化していたと考えられる O

2 )昭和10年前後の市街地の特徴

ここでは，前節より時代の下った昭和10年前後

における和田の船溜周辺の業種を復原し，その特

徴を示すこととする。

第 81~は，昭和 15年に銚子商工会議所から発刊

された『銚子商工業内.1153)と，紀州移民の子孫

で構成されている銚子木国会が発行した『銚子木

国会史Jl 5~)所収の i問手111] 年現在の銚子木国会会

員名簿を基に作成したものである。また，第 3表

は，この|剖を元に，市街地における全業位を一覧

表にまとめたものである。

この地区では，表からも l列らかなように茶屋の

軒数が最も多い。芸者・酌婦周旋業など，花街独

特の業種も存在している。飲食j苫，居酒屋も 17iWF

と多く，歓楽街としての機能をまIJることができる。

また，水産加工，i(l.f: f~~ 商など魚、の加工，販売に関

わる業種も 17軒となっている。そのほかに，i:旬、業，

f魚網・船具高などの実際漁に関わる業種も含める

と， 30軒を越える};~~が，漁業とそれに関連する業

種に携わっていることになる O

また，水産JJn工は兼業で、行われることが多く，

本業の傍ら主に魚、肥の生産を行っていた。その他

兼業で、行われている商業としては，タバコの小売

や，質・金融業などが多い。

では次に，これらの業種の分布について，第 8

まず，浜町は飯沼観音の北側，観音前の飯沼町

(旧浜宿町)55)より続く観音下と l呼ばれる場所に

あり，東の団中町と並んで，一帯は近世以来の歓

楽街であった。観光客などを目的とした飲食庖や

旅館が多い。観音境内には芝居小屋，見せ物小屋

から発展した映画館があり，銚子ーの繁華街と言

われた。また，呉服をはじめ高級品を買うのは観

音の門前であり，これに対して日常的な衣料品を

扱う j苫はその東側に多かったと言われている

56 )。これは飲食庖でも同じことが言え，観音に

近い飯沼町・浜町の方が和洋食庖，害Ij烹兼旅館と

いった庖が多く，東隣の田中町では中華そば犀，

蕎麦屋，居酒屋などの飲食箔が多かった。

田中町に隣接する和田町は，表通りには八百屋，

米穀庖，洋品庖等の業種が多く，いわゆる商庖街

を形成している。このあたりの庖は，地元の人達

が日常品を買いに来るほかに，船に積み込む食料

の調達場所として，漁姉にも多く利用されていた57)。

このように，飯沼町・浜町と田中町・和田町周

辺との間で，外来者を相手とする業種と，近隣の

在住者の日用品を充足する業種とに，分化してい

fこことがオっかる。

凹中/lrJ.和田IIfJーでは，通りの裏手はほとんどが

茶屋となっている。こういった応は，借地で営業

を行っているところがほとんどであった。茶屋に

やってくる客は，東北， *c1+1，土佐などから水揚

げのため銚子にやってきた漁師や，水産物の商談，

決済等のために来銚した人であった58)。新地町

も，旧中 11可，和田/lrJ・に接している辺りには，飲食

);5や茶屋が多し 30

次に，竹IIIJ では材木j{~i，薪炭商が多くなり，さ

らにこの東の一帯で、は水産加工，鮮魚，漁船の船

主など，漁業に関係のある業種が目立ってくる。

先述したようにこの辺りは魚肥の一大生産地で，

鰯を煮る|療の燃料の需要があったため，薪炭商が

多くなったと見られる。

新地町には船溜側に塩問屋，石材商があり，船

霊場に近い方ではブリキ屋，鉄工所などの工場が

10軒存在している。鉄工所では，漁船用エンジン

一生6-
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第 3表 昭和10年前後の和田船溜j司辺の臨業構成

業種の分類! 業 捜

茶屋 j茶屋(30)酌婦j奇旋業 (2)i量産

衣料・雑貨|タバコ・雑貨(10)洋品広(5)

履物商 (5)呉服蕗(4)薬局(4)

荒物諮 (4) 金物蕗(3)玩具届 (2)

電気佑(2)油萌 (2)古着蕗ガラス庖

黄金扇j苫自転車J;'g写真情

食料品小売|酒 (6) 米穀商 (5)和洋菓子制)

脅:巣諮(3)豆腐商 (2) 漬物庖(2)

~iÐ 弱f自茶者n ;構内 I~t~ フカヒレ鮫皮

塩業

サービス i飲食@(l2)尉澗屋 (5) 旅館(4)

木賞指誠灸出ji銭湯

工業・建材 |漁具 (9) 鉄工業 (8) 建材 (4)

水産食品

油業・肥料

薪炭

質・金融

問題i笠

運送

材木商 (4)板金加工(2) 船製造(2)

建築業 (2)石材商建具

鮮魚磁(u) 魚仲買 (4)桁詰商 (2)

滞鉾i窃(2)鰹節指

肥料製造・小売 (9) 漁業(4)

新炭i{H(10) 米穀兼薪炭蹄 (4)

質・金融商 (7)保険代理市(2)

酒造業醤油機造業

j可船業

( r銚子商工案内ゎ f銚子木l!l会史ふ i記き取りにより作成)

住)()内は軒数を示し，そのほかは l軒を示す。ま

た，それぞれの業種のl!ff数はのべ数であり，商工

業者の総数とは一致しなし、。

の部品製造や組み立て，スクリューの製作という

ように，船の部!品が造られていた。船の製造業は

浜11日ーに 21lIfある。漁具や船具を扱う庖が，浜町，

新地町に多いのも特徴である O

このように第 8!)glからは，浜町，邸中j町¥和田

IIrJの表通りの蔀j苫街と，その裏手で営業する茶屋

の存在，竹町の水産加工業と船溜の河岸場利用の

関係を読みとることができる。そして，ある程度

同じ業種がまとまって分布していることもわか

る。

3 )和国船溜の河船業

この節では，和田船j留を利用していた船と，そ

れに関わり船溜簡辺に存在した業種について注目

してみたい。

銚子の舟運業は，近世以来，銚子と江戸が利根

JlI，江戸川で結ばれると，物資の輪送は廼米を中

心に盛んとなった。明治期に入って東北からの米

の輸送がなくなっても物資の輪送は衰えることな

く続けられた。

下利根川流域で，物資の輸送に使用されていた

河船は，長さ25-30m，積載量1，200俵(約75トン)

の大型高瀬船である59)。この高瀬船を頂点に，

様々な大きさの帯船が存在しており，運ぶ待や距

離に応じて使い分けられていたようである O 大一正

12年 (1923)に野尻(現在銚子市)の船大工宮内権兵

衛が高田の粕主，宮内彦三郎の依頼で'1'F-った踏の

概要である「仕様書J60)によると，新造船は敷

長つまり給底の長さ61)が 8尋3尺 2す(13m)，敷

IIJ~ 9尺(2.7m)の「小田り船jというもので，下利根

流域では最も小さな350俵積み (22-23トン)クラ

スの痔船に属している O ちなみに，このときの代

金は617P=]と記されている。

では次に，和田の船j留を河岸として利用してい

た船と運送される商品について考察してみよう O

前節で見たように，船i留の周辺には肥料商，薪

炭商，材木藤，石材商などが並んでおり，船溜の

河岸としての機能に結びついているものである O

船j留に着岸する船は〆*Ijを作る燃料としての薪

炭を移入し，その帰りに，製造された〆粕・干鰯

等の魚、肥を利根川流域の佐原・小見川や，茨城県

の護ヶ浦沿岸・鹿島地方の農村地帯に運んでいく

のが一般的だった。なかには， 〆粕生産時の鰯を

煮た汁を煮汁と言って肥料とし，これのみを専門

に運んでいく船も，ときどき船溜に入ってきたと

いう 62)。

これらの薪炭・魚、肥以外にも，舟運に頼らざる

を得ない材木や石材を扱う業者が，船溜のj器問に

存在した。前章で取り上げた神宮寺勝之助家もそ

の一つである。こういった庖舗では，庖の前に桟

橋を設けていて，船が産接着いて荷物の積み卸し

ができるようになっていた。昭和初期には，船j留

に入ってくる船は20トン積みクラスの高瀬船で，

積み卸しが終わると随時利根川に'出ていったが，

長くても 2日ほどで出ていったという O また，帰

- 48-



り船にも荷を満載した後，湖jが71前ちて水位が上が

るのを待つ船もあった。そのIWj，船の中で茶碗を

洗っていたり，帆を日干ししたりしている光景が

よく見られたという。また，船j留には多いときで

20般くらいが入船していた63)。

こういった船に対して，輸送するィ苛物を周旋し

ていたのが回漕!百や汽船会社で・ある。銚子汽船株

式会社は，飯貝根に出張所を置き，業務を船j沼通

;iiyの入り口に居住する土谷家に任せていた。

銚子汽船の飯貝根出張所がいつできたのかは不

明であるが，土谷家ではi昭和10年頃までは術物の

集配iYi-として荷札書きや，旅客用の切符の販売と

いった汽船宿の業務を行っていた。また，蒸気船

は底の浅い運河までは入れないため， ;qJに錨を入

れて伴:泊し，家のj1jiTに架けた桟橋との間は伝馬船

が荷物や人を乗せて往復していた。このため土谷

家では，伝馬船を扱う若者を 3-4人雇っていたG4) 

これに対-する船溜周辺の個人経営の回漕j苫につ

いては， +it柴(現在銚子市)の船頭-1京長兵衛が11日

午IJ5 -8 11三に述んだ荷物の台帳である「荷物判取

|阪」 G5)の I干lに，取引相手としている応として岡

根IITIi哲!万， IJI杭lilliWil百， }長忠lT:h哲j苫の 3j!FFが倣:認

できる。このほかに，昭和]5年の「銚子商工案内』

では房州機古が河船運送業に名前を，1:¥:¥しているO

間 li~f r;~~ 白体は船主ではないので， iiiT岸-に近いとこ

ろにいなくても仕事は成り立つはずであるが， 4 

jIFF':I:' 3 jllfまでが船泌のすくい近くで営業を行ってい

る O しかも，このうち辰忠、回漕I;~~の辰野家と房州

家は，銚子港河船業主11合に入っており，和田水判

官のイニi板銘の中にも見受けられる。また，日:1杭家

に|刻しては明治則の商工案内には肥料商として

名j1jíJがU~， ており，魚、JJ~ を扱う商人が，輸送業を開

始したことになる。これは，〆粕生産と，出荷の

|関係から生じた業種替えといえる。

第 4表は「荷物判取111}むからわかるー原家の船が

この::3jlFFを通じて述んだ輸送品目をまとめたもの

である。これによると，ヤマサ・ヒゲタの醤:油工

場で使用される空き缶，空き瓶をはじめ，材木，

石炭を運んでいることがわかる。銚子や野田では，

畷造された醤~Iil を東京に向けて出荷する高瀬船

第 4表 野尻・一一原家河船による和田船j留の回

j暫!古からの輸送品目

年月日 輸送品目 扱 iiJr輸送料(円)

11日平118.2.20 挽材 160枚 !司棋 41. 19 

反Jι
III杭 2 50

21 

5.14 石炭・ 2きj低 辰忠

5.20 木材330ヶ 同根 21. 53 

5.29 ヒゲタ空き瓶330 l珂根 9. • 

ヤマサイ'~í炭201邑 反jど、

6.20 ?111+lj2426本・材木5901聞 辰!ど、 64. 34 

ヒゲタ fl1-400・j恒30 間十1~ 10. 50 

ヒゲタ+li900側・瓶70本 |向 ~1~ 23. 90 

空き j仰 00本 EEI;f-J[ 2. 50 

(---JJi{長兵衛「荷物'j:lJljS( rvl~J より作成)

i:Uーは，帳簿に記;1まのないもの，圃は， 'I:IJ読のつかな

い文字:を示す。

1 )先払 61ーIHO銭の記述あり

2) IJ銭12銭の記述あり

は，ほとんど醤油会社が特定の船を雇っており，

船頭達が一手にヲ|き受けて運んでいた。そのため，

普通の船頭にあてがわれる醤油醸造家関係の積み

荷は，ほとんどが銚子に戻ってくる空き缶，瓶類

の輸送であった66)。

このように船頭には 荷主と直接契約するもの

と，回N9J苫が取ってきた仕事を請け負うものの 2

種類があった。回漕!古からの仕事は，輸送運賃か

ら荷の紹介料分を引かれてしまうが，割が合わな

ければ断ることもできるものであった。一原家の

場合，荷物の紹介料である口銭は，運賃の 9分か

らl割の金額になっている。

また，この帳簿から，和田周辺の回漕庖は，船

i留にやってくる〆粕輸送の小型船のみが相手では

なく，東京向けの荷物も扱っていたことがわかる。

利根川の舟運は，明治34年に総武線が開業して

も，ルートが台地から千葉方面に通じているため

利根川沿岸の河岸には直接影響がなく，鉄道と結

びつき舟運が活発化したという指摘に従えば，か

えって活発化したと考えられる67)。これは，昭

和 8年にまだ一原家の船が東京・銚子間の舟運に

従事していることからも明らかである。

しかし，昭和 5年に和田の船溜周辺に出張所-を
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含めて 5軒あった船運業者は，昭和15年の商工案

内では，房ナトi磯吉家のただ l軒となってしまう。

この間，昭和 8年に佐原~松岸関(現在成田線の

一部)の佐松線が開業し，佐松線が利根川沿いの

河岸のある地域を通ったため，多くの船運業者に

とって打撃となったと考えられる。この時期に利

根)11:1好運と関わって発展してきた蔀業活動に変化

が生じたと考えられる。

V 飯沼地震商人の経営動向

一田中町・石上酒造j吉を事例に-

1 )銚子の潜造業

これまで河岸を中心とした飯沼地区の商業活動

の変遷を考察してきた。本章では，その特徴を，

一詩人の経営動向を通して位置づけてみたい。

例としては r長年J rイソノカミ正宗」を銘柄と

した酒造家で，慶応元年(1865)68)に創業された

田中町・石上酒造活(現石上酒造株式会社)を取り

J二げる。

石上家の明治期の当主であった新藤とその後継

者である 2代自新藤の代は，本銚子町町会議員，

海上郡1?1~会議員，千葉県県会議員を歴任した。ま

た，銚子汽船株式会社への出資(明治14年)，西総

鉄道会社への出資(明治22年)，県会議員の立場で

の千葉県立銚子中学校廃校への反対，および廃校

を主導した石原知事の不信任決議(明治36-..-39

年)，国内初の?nf:k~局である銚子無線電信局への

土地提供 (1円i古川 l年)，千葉県立銚子商業学校の創

立(1川治4211三)，銚子遊覧鉄道への土地提供(大正

21-1三， 1913)，銚子瓦Wr会社の創設・初代社長就

任(大lE2年)などの事績がある。右上酒造jiEの経

営は，銚子の:ili代化に密接に結びつく好例と言え

るO

まず，銚子における淵造業の位置を硝1~!.:!，しなけ

ればならなし、。 現銚子市域の淵造家数の変遷を第

5表にあげた。各年次の統計の基準はづ主ではな

いが， 11頃向をうかがうことは可能である O これに

よれば、，19世紀以降酒造家数は激減し， 20世紀前

半以降には 4軒のみとなった。現在も営業を続け

第5表銚子における酒造家数の変化

町村名 !日村名
事保 2天明 8明治28大正14昭和 5

(1717) (1788) (1895) (1925) (1930) 

本鏡子軒 f坂沼村 3 3 2 l 

新生村 O 2 
1 

銚子II!J荒野村 5 3 1 
(荒野)

今宮村 9 3 

西銚子町
本城村 O 

O O 
長塚村 O 

垣棋村 1 
海上村

松岸村
2 2 

O O (松岸)

野尻村
椎柴村

小高i材'J
1 1 

O 1 (野尻)

i宮J干Ijli'1・ 高千iド村 O O O 

21 15 6 5 4 

(m仁1:1義家文書，天明 8年「海上郡之i均株石油造米

控J，明治28年『香取・海:上 .liIi瑳北総三郡名家揃Jj，

大正14年「千葉県酒造家宅i鑑J，昭和 5年『大日本商

工録第五版」より作成)

注)1明治28年分については網羅された統計がなく，他

の史料から得られた開業業年次等を基に一部補筆

したが， Jl誌編の可能性もある。

る酒造家の創業年次をあげれば，石上酒造と野尻

町の高砂酒造株式会社の両家は慶応、元年，荒野地

区・清)11町の飯田酒造場飯嘉本家は明治元年

(1868) ，松岸!可の小林酒造場は明治 7年 (1874)で

あり，いずれも四世紀後半である。天明 8年

(1788)の酒造株改めで書き上げられた酒造家は19

世紀以降にすべて消滅したことになる。

j酉の商い方法については，利根川周辺部では，

主に地売り(地方売り)であったと言われている。

江戸の市場では灘なと寸上方からの下り ?i~が主であ

り，関東の酒はそれを補完する程度であり， 191世

紀には下り酒に押されて市場から後退する傾向に

あったと言われている 69)。

このような動向は酒だけでなく，江戸向けの市

場を開拓した醤れ11の場合にも見られた。田中玄蕃

が創始したと言われる醤油醸造業が本格化したの

は元禄矧以降と言われている 70)。江戸に移出す

るために銚子組醤油屋仲間が結成されたのは経営

が活発化した宝暦 3年(1753)のことであり，飯沼

村F1すには11人の醤?IR醸造家がし Eた。ところが，醤
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iSl も，天保 9~慶応 3 年(J838~]867)の間，江戸

売りから地売りへと，江戸市場ーの求心性が弱くな

り，江戸は商人の販売先の一対象にしかならず，

かわって利根川沿いの北関東に販路が展開された

という指摘がある 71) 

この変化の背景は，天保期(J830~44) の「玄蕃

日記」に見える江戸で-醤il11の荷物を受け取る醤dlJl

諮問屋イ[11 I1J，と銚子組の IM~の往復書簡からうかがえ

るO 天保 9年 2月29日に銚子組へ到来した書状に

よれば，江戸で、極-'こ醤 ~111の移入量が少なしト一方，

質の劣る鵠iltlはIRl余りで持ち越し荷物となってお

り， また穀類のードげ値にともない売り先も不景気

となり， したがって鵠irlJが汀:戸ーの諸問屋のIi誌の中

で腐敗してしまっている そのため極上物の本印

以外は積み控えるよう要請があったのである。同

械の内容の造二簡が度々到来しており，江戸を売り

先としていた銚子の誠ihll屋は対応を迫られた。そ

の結果，江戸の市場から後退し，地売り [:1:1心の経

営に転換せざるを得なかったのである O

飯沼村の名主や藩の任Il用達をしていた判11屋仁平

治(ヤマヤ)は，文政 3年(J820r玄蕃 [::]g己」には日1

1:1:1玄恭と並んで120ffl可を差し出す醤?111目安造家とし

てj丸れる。しかしながら，天保 811三(]837) 6月8

日には42川jlのj成石を， また， ]]日には今彼は「地

売のみをいた」すことを I~:Iし 11.:l ~1 ており，翌々年 3

月には r造醤hll政一一式J を今言Il?)Ji(五 f!l~ に貸し渡

し，醤~Ijl隙造から手をヲ|し、てしまヮた。同時期に

大111奇j豆九兵衛が減石，入惣株が休株となっており，

従来のR:yj人が衰退する傾向にあった。その一方で，

四111111町の綱元今津源五郎家は，天保 911三に分家し

た今ìW: 1Tt~兵衛(源五郎新家)に，判11)室の政一式を預

け，新たに醤hll醸造業を開始させた。この新興の

醤illl屋は，地売りを中心としていた。荒野・浜口

儀兵衛家(ヤマサ)なととの大規模醸造家の場合，慶

応4年以降に Fl子び江戸・東京売りの量が地売りよ

りも多くなる72)が，今津家の場合は明治21年

(J 888)に至っても，醸造jl，tii365石 5斗 9升 9合の

うち実に86.2ノf一セントが地売りであった73)。

このように，飯沼地区では， 19世紀前半に|存i人

!習の交代が見られ，地域の消費者に視線を向ける

新興商人が出現したと言える O

2 )石上新藤による酒造の開始

次に，酒造家石上酒造!苫の創始者で、ある石上新

藤が酒造を開始する過程を考察してみよう。

石上家の初代は，屋号を船屋と称する鶴岡忠、兵

衛の分家で，船倉屋藤兵衛と名乗り，正徳 2年

(1712) 12月10日に没した。嘉永 7年「絵図」による

と，船!屋忠兵衛は浜u可の東端の納屋場を，船倉屋

藤兵衛はそれに憐按する田中IIfJの米納地を所持し

ていた。

分家した船倉屋が石上姓を名乗ったのは，後に

中興先祖とされる藤兵衛繁通の代であった。 EE通

は，新生村の ~:IH屋石上源太郎監尊の次男から養子

に入った。笠通の活動時期は，天明 8年(1788)生

まれと見られることから， 19世紀前半である。当

初jの生業は漁業で、あり，高ネ111村長崎浦において八

手綱をヲ|し Eていたと伝えられる。養子入りした船

倉屋は，屋号をも勘案すると，鰯漁を行いつつ干

F羽生産を行って移出する浜通りの漁師商人であっ

たと見られる。しかしながら，損毛があったため，

穀物商いに転じたという 74)。その後，文政元年

(1818)生まれと見られる男子の藤兵衛為則が家業

を継ぎ，晩年になると升売酒を始めた。升売酒は，

本酒屋組と呼ばれる銚子の酒造仲間に属する酒造

家からの買入れ酒を小売りする商いであった。こ

の升売酒は， I間口 21苛・奥行 3問の物置を新築す

るほど手IJがあったと伝えられる。

為則には笑子がなく，元治元年(1864)に香取郡

万歳村(現在干潟町万歳)の柴田小左衛門から英三

道孝(新藤)が養子入りした75)。新藤は，養父が家

業とした升売酒と白米を中心とした穀物商いを継

いだ。翌慶応元年には，自分の意志によって経営

するよう養母に勧められた。そのため，秋になる

と生家の干潟地方から米を買い出し，酒の直段が

銚子の酒の三分のーであることに着目して万歳村

から酒10駄を買い入れた。しかし，本酒屋組の酒

造家入惣に見名手められ，買い入れた酒は没収され

てしまった。とはいえ，この後も新藤の酒の利益

に注目した商いは続けられた。同じ年のうちに，
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荒野村前田II!Tの泊造家根本栄蔵に米を貸し付け，

酒によりヲ|き取ることを約した O これは，殺物-，fB

いの米を元手とした酒の仕込み生産と言える O ま

た，穀物商いについても，穀物相場の大変動を見

ると，米・麦を常I~そ国土 ìnJ .小川・高iJ~ .府中よ

り買い付けて高手IJiI司を得た。

このように，新藤は相.父以来の穀物，rBいを恭に

しながら家業の拡張を計ったc しかしながら，本

酒屋組の商人から他のil1M1十売とともに訴えられて

しまった。このことは新藤以外にも消に注目する

新興部j人が有:{tしたことを示す。この訴ii公の結果，

高111奇務は，石!こ家をはじめ ií~~1十売に鑑札を交付し

た。

来1i-jf:奈はり:J~台 3 年 (]870) 正月， EEII:!J II/lの!日]仁18

IH'J .奥行 9IM'J 2尺・反別 2畝]5歩の屋敷地 1ヶ所

を養父から継承し，正式に石上家を細川、だ。 半年

後の 7月には， I凶造を自ら行う準備を始めた。万

歳村のJI:ー|二治右衛rll:Jより濁酒醸造の株を買い受

け， J軍政内にあった貸長屋を物置場・酒造場に修

繕して， 9月にi坊ii当の仕込みを開始した O しかし

ながら，この年の醸造は不成功に終わった。

にも関1つらず，翌年には羽iι色村来EEl~fJ; 1:11)より 1j奇

?i自開発造の株を譲り受け 本格的に消造に;乗り出し

た。香取郡今泉村(現在来rtll可)の酒造家七三JZの次

男辛口~J を)従って，清酒. ?~ij ii当を醸造した。この年

の 5月には万歳村・小南村(現在東庄町)で原料米

とする借米の契約をし また 6月には井戸・流

しj劾・祭場.ìí~í造 Ïili~ .勝手鑑・春!霊場などを有す

る制造場 3相!を宅地内に建てている。

このように，浜通りの?.f.(!，l1m商人を起源とする石

上家の船合犀は， J9-W:紀初頭に穀物商い .ii1M1十売

に!転じた。 19-W:紀I:!J*に養子入りした新政は，か

かる家業をJl財産に世きつつ， ii自の商いの利益に着

IUQして，新興の酒造家へと進んだのである O

3 )石上酒造庖の経営

次に，石 i二 ii当造 J;~~の経営の特徴を考察したし )0

石上新藤のj苦f毛は酒造1m始後， I~~ 治 3 ・ 13年

(1870・80)の 2度類焼し 様造した油だけでなく

酒造場・酒造道具も焼失し，また，盗難にもあっ

た。!寓造も l明治 7il三に経験した。それ以降，酒造

と穀物商いを行いながら，養JJ本(明治 7:(1ミ)，海鹿

島の築iなおよび肥料会社の設立(明治 91:1二)，〆

粕 .f:$， ?IJlのi荷し、(I明治]3J'{ミ)，東京への出J;g(明治

1MI三)， 醤ilh目安造へのi!iよ業(I明治17il三)など他の商

売をも企図し，養豚や〆粍1. j旬、illl商し 1には実際に

投資した。しかしながら これらの試みはいずれ

も成功せず，かえって借財を増大させる結果と

なった。借J!オの返i斉が!IIH淵になるのはlij1?台2MI三

(1887)以降である D

和i-Jj奈は酒造場整備のために宅地の拡仮を行って

いる。第 9 ・ 101~J はそれぞれ明治27 ・ 37年

0894・]904) の石 i二家の ií~q:ì主j坊を示したものであ

る。嘉永 7il三「絵 [~IJ に見える船倉屋IiM{兵衛の屋

敷地は 6iI仇余と見られるが明治27年 (]894) rìi~ 

造営業ード書-J に見えるおi-J{主所有の不動産としての

宅地は， 249喬l也の 9i玖2]歩， 248番地の 1iI玖7

歩， 247番地の 2iI仇5歩の計 l反 3iI瓜3歩であ

るO 酒造開始後Hnもないl明治 5年(1872)には船倉

屋屋敷裏手の宮原菩s)Jより 2畝20歩余の純延びを

含む反7]1]1 ìi玖 3 歩43 を 60~11jで質入れており， 249 

番地はこれと船倉屋の宅地とを合わせたものであ

る。明治26年に東IIrJ・ijs{IIIIiJ利兵衛より自宅裏手西

南角， 248番地の宅地 l畝 7歩を代金45円で，ま

た，田中玄蕃の宅地であった自宅裏続きの247番

地も入手している。第1O!~1 のi1言。油製造場は明治29

年(1896)，裏手の土蔵・倉庫(後のl床'1普倉)は明

治34年(1901)に増築されたものである。宅地の拡

大と酒造場の整備は 借財の返済が順調になった

明治20年以降行われたものであり，酒造経営が軌

道に乗ったことを示していると考えられる O この

間，醸造?i虫類も拡張され， ?~ij i酉， ?青ii1M，焼酎，粕

に加えて白iiill，11未目林が醸造され，加えてl味噌の醸

造も明治35年(1902)に始められた。

次に，石上酒造J;5の経営のあり方を考察してみ

たい。事例としては，経営が安定し，さらに拡張

されつつある明治29年10月一30年 9月のl帳簿を用

いる。これらは銚子収税所に提出されたもので，

ri酉類製造免許申請書I酒造用原ギI-dl~l受払11I長I仕

込l帳Jr酒類倉出I帳Jr酒類売上11I長Jr i間半，j受払l限・
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していたと見られる。

次に，醸造した酒類の売渡し先を「酒類売上i様」

から見てみる。この帳簿には，当該年次の古清酒，

濁酒床蹴， 1青酒，焼酎，白酒の他，明治30年10

月以降の古濁酒，古清酒，古味樹木，古焼酎の売上

げが若干追記されている。このうち，当該年次 l

年間の清酒と濁酒の売渡し先を取り上げてみた

い。なお， 該当時期に新酒が出来上がるまで，前

年醸造された古清酒が売られており， 1年間の石

上家の醸造酒の売り先を見るために，両者を合わ

せて以下，清酒として示す。

石上家の売り方は地売りと言われる。特定の売

り先には，仲買，小売・請売などの酒屋の他，新

地町の料理屈が見える O 取引の石数は 1件につき

平均で清酒で 7斗 5升 8合，濁酒で 2斗 4升 2合

であるが，中には l升に満たない場合も見受けら

れる。では，その商圏はどの範囲になるのだろう

焼酎蒸j留中長J r酒類寅入!陵附売上!陵」の 7冊があ

り76) 1年間の経営状況の全容を示す最古の現

存帳簿群である。この年の経営規模は r酒類製

造免許申請警」によれば，清酒251石 7斗 1升 5合

濁酒72石 1斗 5升 6合，焼酎15石 l斗4升 6合，

P未緋5石 9斗 l升 3合，白酒 4石 8斗で¥造石

税は2，391円10銭であった。本稿では，酒造用原

料の買入れ，酒類の売上げ，買入れ酒の寅入れ・

売上げの 3点に注目して考察する。

最初に，原料となる米の買入れ先を r酒造用

原料品受払|脹」より整理した第 6表から見ょう。

質入れ先は隣接する豊浦村小川戸(現在銚子市)と

香取郡干潟地方の 5名で， 205石 6斗 9升を2，019

円39銭で購入している。このうち 9割強を占める

のは新藤の出身地である干潟地方の米である D 石

上家で、は向地方の百万石という品種の米を原料と

したと伝えられる。|浪られた地域から原料を集荷

三
間
3
尺

A ii荷造場(清酒製造場)

B 酒造場(濁酒製造場)

C 椛京

D 小座敷

E ~m家

F 議場

G 掛，'J'，し

J 愈

j苦宅Cii'li売場を付属)

井戸

えとJ島i詰

:1::蹴

O 

# 

9
開

3μ
ヘ

4
間

3
尺

511月3)て

石上酒造活の酒造場地所建物図面(明治37年)

(石上藤太家文書 r捺正11留」より作成)

第10函
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石上酒造j苫の酒造場地所建物図面(明治27年)
(石上藤太家文盤 r酒造営業下番」より作成)

第9図



か。第11図に売渡し先を町村毎に整理した。これ

を見ると，清酒・濁酒ともに，本銚子町での販売

量の多さは圧倒的である。地売りと呼ばれる実態

は，利根川対岸の東下村(現在茨城県鹿島郡波崎

町)，少数ながら本銚子町から最も遠い香取郡橘

村(現在東庄町)さえ20キロメートルも離れていな

いという極めて狭い商圏を対象とした経営であっ

たo

fi酉類売上II~長i には他に，小売. }苫売も記され

る。小売・ j古売の違いは詳らかではないが，いず

れも宅地内に設けられた売場での売渡しと見てよ

い。客層は漁師を始めとする本銚子町の住人で

あったと見られる O 両者を合わせれば，清酒は

286件で95石 2斗 7チト，濁酒は150件で39石 9斗 3

升 5合の売上げである。総売上げ量と比較すれば，

第6表 石上商!苫の酒造用原料米の買入れ先

( I明治29年10月-30年5月)

石数i 代金

(石) I (円)

小川戸 1 10.800 1 111.900 

小山田文之助|香取{i!5小児JlII町 I4.4∞ I 42.700 
吉田清左衛門i香取郡ネ11州内山 I12.800 I 125.800 

宇井兵作|香取郡神代村和田 I90.150 I 881.250 

柴田光造|番取郡万歳村万才 I87.540 I 857.740 

(石上藤太家文芸撃酒造用原料品受払i援」より作成)

ι
、
izJ 

名 住 jヲi

O 

本銚子 IIlJ

劉t iHT 

高 千11I 村

海 キt

香取郡橘村

東茨城県下i鹿島村郡

自 売

Tj，芯? 

第11函

20 40 

清j酉は全体の464パーセント 濁酒は711パーセ

ントを占める D

新藤の酒造経営は， もともと養父為則の始めた

酒チト売を継承したものであった。家を継承した明

治 3年(1870)には，家内に飲食庖と見られる飯・

酒・肴(魚)煮売宿を開いている D また，明治16年

(1883)には小兵衛(寅次郎)夫婦を分家し，植松町

の小西家を借り，小売酒庖を開業させた。さらに，

明治13年 (1880)8月に屋敷・酒造場を新築した際

には，酒造倉を通りまで続けて建て，その通りに

面して 1関の格子を付けて往来の人の眼に止まる

ようにした。このような経営方法は，早くから他

地域への移出よりも本銚子町内への消費を強く意

識していたことを示す。明治21年(1888)には新藤

と子の藤吉の名義で行商の鑑札を受け，雑売に従

事したが，これも本銚子町内での酒の行簡と見ら

れる O

最後に，買入れ酒の商いについても見ておかな

ければなるまし」石上新藤は自ら醸造した酒以外

に他の酒造家から清酒・焼酎・味跡を買入れ

商っていた。清酒の買入れ先は第 7表に示した。

本銚子町内の酒造家・仲買からの買入れが多い

が，他に東京からの下り酒が含まれていることに

注自したい。明治29年頃から，東京下り j盟問屋山

田五郎助との取引が開始されている O

60 80 100石

霊童 j青j国石数

図濁j踏石数

石上酒造庖の清漉・濁j躍の売渡し先の町村JJIj分布(明治29年10月 ~30年 9 月)

(右上藤太家文書 r酒類売払lt長J より作成)
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東京からの一|じり j国の買入れについては，新il，長の

記録によれば，子息藤吉が開始したものとされる77) 

実は，この前年，新藤の代理として藤吉が収税著

への届け出をおこなっており このころの石上酒

造J;5の酒造経営は藤吉の意見も採附され始めた|時

期jであった。藤吉は 慶!を義塾に学び，福沢諭吉

の実弟とも親交をもった人物である。新日長自身，

明治25年に酒造の名人である松井資政という人物

を講義に招くなど，新しい動向に?れこj主iヨし，経

営の拡張を計っていたが，子息の藤古を， し(;fし

ば東京へ出して，経営方法の研究をさせていた。

その結果， 6年後の|明治35年には札幌麦酒会社

(後，大日本麦酒株式会社)との特約を結び， ビー

ルの取J及いを始めた。

藤吉は明治42年(1909)に新藤の名を襲名した

が，その後も，大正 3:tl三(1914)2月には東京市日

本橋区坂本町の帝国鍛泉株式会社との間に三ツ矢

サイダーの取引を行っており，清涼飲料水などに

も注目していた。

この後 2代日新藤の代以降も経営の拡張が計

られた。大正 8i:]三(I919)にはその息である藤樹が

経営に関わるようになっていた。藤樹は，全国酒

造組合聯合会の要請により創立11寺に国内で初めて

醸造学科が設けられた大阪高等工業学校に学び，

帰郷した後，新しい経営方法を取り入れた。大正

8年 2月241::1に大阪の摂津酒造合資会社の永井広
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造が差し出した当:簡を見ると !捺樹はブリキ缶容

器の使用，あるいは洋j闘に関心を寄せている。ま

た，通りの|向かい側に支j苫として新rr~~l凶j揚」

と l呼ばれる }~. ?i当j室を mgJ苫した。伝え 1511J いた書簡の

差出人永井は「ノ\-式の小売J;l~ を御 ImJ吉相成候羽~J

趣間臼き試みと存せられ候」と許している。大阪

の鈴木商会には，冷j絞庫など新技術の導入を思考

し，米国製の製氷機械の代金を見積もらせた。

このように，石上ii!fi造J;tfの地売りと呼ばれる経

営は， 19世紀前半の穀物商い以来の方法を受け継

いで成立し，本銚子¥lfJーを王なる対象としたもので

あった。石上酒造J;5の明治20年以降から大正期に

かけての経営は，東京・大阪などから新しい技

術・商品を取り入れ， また，新jj'事 ij!~j劾のような新

しい試みを行う tJ1;~長期にあった。

U おわりに

以上，港JiU銚子におけるiiif;ij~; の手I J Jfm~!i~ と|在j業

活動について，飯沼地[Xを事例として考察してき

た。

飯沼村では， ]8世紀初'J~Ji， ;ilT;苧の IWJ~色が進めら

れた。浜通り σ);iJJ;苧は 東IHTから北へ長地状に開

発された漁業と関わる志向原場・中，11底下であった

が，穀物・五十集・木材などを扱う 11:1]屋・イL)J買や，

j荏船とされる河内合持など，物流に関わる尚-人の所

持地とな った。また，飯貝恨のがJJ辛で、ある和田船

i留も開発され，享1~~W~ には ;i可船が不足するなど，

物流の拠点として急速に成長を遂げた。

ところ均三 ]9世主己になるとこれらの?Iïf;辛のf~能

は変化し，浜通りはが'1J.霊場所有者の分家や貸家と

して次第に宅地化が進行し，河岸場は消滅した。

一方，和田船i留は， 19世紀中葉より物流を担う問

屋の新地への進出に伴って，周辺とともに再開発

が進められた。

その結果現れる明治中期~Il{j和戦前期における

船溜周辺における商業活動は，材木・薪炭の問屋，

薪炭の売り先となる漁業・水産力IJ工業，泊、具・船

具商，造船と関わる鉄鋼業など，業種毎に船j留周

辺に分布するのが特徴である。特に，通りを中心
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とした商応街と，北側の水産加工・肥料製造を中

心とした業務iのまとまる地域は比較的分化してい

た。船j自を利用する高瀬舟は主に利根川流域の農

村地??fである小見川II!T.佐原町周辺とを往復し魚

JJ~逆輸を担ったほか，個人経営の l司 iilNmの輸送で

はヒゲタ・ヤマサーなとご特定の会社との取引に関わ

り，東京まで運ばれる場合も一部見られた。利恨

川の舟運と結びついた商業活動は，昭和 8年

(J 933)の鉄道佐松線開通に至るまで続し、た。

このような河岸をめぐる商業活-動の変遷を石仁

酒造応の経営而から考祭すると， (兵 JiD りの?，~fl.nilijt当

人であった船倉屋藤兵衛家は，地売りを l千I心とし

た新興i瓶入の出現する 19世紀前半，穀物i荷い，次

いで梢升売を始めた。その 3代目に養子に入った

新Jf長は，慶応元年以降， (聞の利得に着 IIJ~ して酒造

業を開始するに至った。その特徴は， イ本メ銚子子，11問問11川!りlを

l仁中:↑や|ドJ ，心L心、とした1極涯めて拶狭~vし、 i商荷圏に f依衣平有存J子:した示絞モ営にあつ

たO 大)一I!

l♂品;日日日?7も11lを引取限り入れ， また，J舌ii叩室の経営を開始するな

ど，経営の拡張が計られた。

以上のことから，東廻海j笠・利根川1i}:;主と結び

つくことによって活発化した飯沼地区のj{'fi業活動

については， 19世紀初頭以降は，地売りを行う新

興i高j人に顕著に児られるように， f坂沼地区内を l二I~I

心とした IU~ られた地域を i羽|習とする商業経営にそ

の!j守微を見ることができる O ま た 明 治30年代~

|昭和10年代には， H?JJ~ ・ wH炭の物流に見られるよ

うに，総武線の l~lJ 通後も，利根川下流域と舟運で

おliびつき干1]1]刊(Ui誌を府Jmした間業活動が活発に行

われていたことが指摘できる。

飯沼地区は，大正期以降，銚子漁港の建設，あ

るいは漁獲量の11~iJr&.によって，漁業のあり方に変

化が生じた。また， 1昭和20年(1945)に2度，手1]出

向合計百周辺に空襲を受け 市街地を焼失するに主っ

た。 lj!Q1去には，昭和28if，(J 953)に船泌がtHIめ立て

られ， i河l町可q可ITjc伴干予件沖市十f

は新しく移入しLI開1封羽;目]業したi商荷加j応古がi漸4申斬1討[1増目しい， 11昭i侶自仰手布和l日J2幻7年

(1952)には飯沼 .iJ~ . EE! 1:13 ・和田町の県道沿いの

i削苫によって東銀座商j百街が結成されたが，新

生・荒野地区への大規綴j苫舗の進出に伴い，次第

に地売りを支えた客層がこれらに奪われていっ

たc 一一方，市V11歪j坊の景観を残してきた港UO'.内浜

町・川口1111'の一部は， MH二dl引をへの運河が建設さ

れ，Iljjf[142年(1967)からそれらの住人も荒野地区

の銚子大橋トーに造成された大橋II!Tに移転した。こ

うして，戦後，飯沼地区の景観は一変した。

本稿では， f坂出地区の ìilrJ~士を中心とした， I浪ら

れた商人の|商業活動を追うことに終始した。その

ため， iiiJ岸開発WJの江戸市i人と田中玄蕃ら飯沼村

の商人との関係，あるいは浜通り以外の， ?I別手を

支えた東lHTをはじめとする観音堂周囲の飯沼村本

郷，そして，漁業と関わる問題については提示し

得なかった。 新生・荒野・今宮地区との対比も含

めて，他日を!切さなければ、ならなし」

付記

本11'，:;jの1tJ&にあたり， ~ ~i)二 Ji~i 木氏と話I! 添加j をはじ

め，抑 )1:政治1'¥:，i1fU!ト也11，:氏， *J!I; 栄悦;l'¥:，J党奈

川氏，境 11持liJ氏，*It) 1/1 之l'¥:， 1'. iHti 太郎氏，今

w.辿彦氏， (-i ;jt 1!t~F， j!l~i 氏， il波 )'i数太rm氏，前日1]二

ザrJ.[¥:， 辻U'fL'l治氏， 111 rjl!京消111.';，1一11111呉服18，千判11にq
斗立寺守向}Iiι!

iバ惚f古旬令lリザ11:.1.-.11川川11川lりj救f背f委i民1会， 千九Lりil地方法務同銚 rn'l政jiji'の

Wi'般には資本|の|羽覧・彼製の i~Il WrliT ，ならびに柄々

のfJIJ教がをいただきましたc 銚 T"lIJ文化財苦手議会委

員氷洋ti.!H針先1)には，間資の全般にわたり -プjなら

ぬ i~IJ 協力をいただきました。 また， 1996. 97年)皮皇主:の

j版が於、史j地也JIjIリ担i日!よ守ザ学T主f王:'j実'='1子刊?刊lに|問際Z緊Tして 第 "学1

久ヲ美i~j子?乙 蓉;泊日i絞改 i子仁¥， Lil川|日山l日1111肌H砂沙人， 1111:l 1~!ß.: lijJ， '七サ一+:有都|目)'['

久， I ~附♂ゴ主河I~可:司li行~J:II別q引j1川立忠，':， 1:1ド'，1応品 -の各L氏Lに(はま' 澗f光fに御!協窃力

し、ただきました。記してお札1¥1し上げます。なお，

本文の執筆は]・ H・V. VIをL1li'r，111. IVを山トー

が分社iしました O
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